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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 16,925 2.5 △326 ― △843 ― △559 ―
22年3月期第2四半期 16,511 △17.3 △616 ― △974 ― △595 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △20.86 ―
22年3月期第2四半期 △22.18 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 54,665 14,954 26.3 535.04
22年3月期 57,152 15,925 26.7 568.85

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  14,355百万円 22年3月期  15,263百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00
23年3月期 ― 0.00
23年3月期 

（予想）
― 5.00 5.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 45,558 13.3 992 9.3 355 △26.3 107 △2.6 3.98



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続きを実施中であります。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想ご利用にあたっての注意事項等については、四半
期決算短信【添付資料】P.2「（2）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「2.その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 26,863,974株 22年3月期  26,863,974株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  32,758株 22年3月期  31,129株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 26,832,298株 22年3月期2Q 26,834,039株
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1. 当四半期に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間は、アジアをはじめとした新興諸国において景気が拡大する一方、欧州に

おける財政・金融不安や米国の失業率が依然高い水準で推移するなど、欧米諸国の景気減速などを背

景に円高の傾向が強まり、輸出売上高比率の高い当社にとっては厳しい状況となりました。 

航空輸送業界では、航空旅客・貨物需要の増加に対して、各国エアラインは慎重な供給体制を維持し

ていることから、エアラインの業績は総じて回復してきており、国際航空運送協会（IATA）が２０１０年の航

空業界全体の最終利益予想の上方修正を発表するなど、航空会社の業績も回復基調が鮮明となりました。

又、ボーイング、エアバスなど航空機メーカーでは、先行きの月産生産機数の引き上げを発表するなど、

航空業界全体が明るさを取り戻してきました。 

当社の当期の経営計画は、内装品関連を中心に利益計上が第３四半期以降に大きく偏るため、第１四

半期から第３四半期においては累計で営業損失を見込んでいます。 

当第２四半期連結累計期間の状況は、内装品関連ではボーイング787関係の出荷スケジュールが繰り

延べとなったことから、当該製品の売上高は当初予定より減少しました。一方、スペアパーツ販売が第１四

半期に引き続き比較的順調に推移しました。 

機器製造関連は、防衛関連部品について顧客から納期調整の要請があり、その多くの出荷時期を第２

四半期以降に繰り延べたことから、収益は低調に推移しました。 

整備関連は、装備品整備関係で全般的に国内エアラインからの受注減少の影響を受けて低迷しました

が、機体整備関係の生産が順調に推移したことから全体の売上高はやや減少したものの、利益面では概

ね当初予定どおりとなりました。 

為替相場が円高基調で推移しており、9月後半にかけて急激な円高となったことで、外貨建て売掛債権

などの為替評価差損が発生するなど、収益に大きく影響を及ぼしました。 

この結果、当第２四半期累計期間の連結経営成績は、連結売上高 16,925 百万円 （前年同四半期

比 413百万円増）、連結営業損失 326百万円 （前年同四半期は、連結営業損失 616百万円）、連結経

常損失 843百万円 （前年同四半期は、連結経常損失 974百万円）、連結四半期純損失 559百万円 

（前年同四半期は、連結四半期純損失 595百万円）となりました。 

尚、当第２四半期連結累計期間においては、資産除去債務に関する会計基準の適用に伴う影響額とし

て26百万円を特別損失に計上しております。 

 

（2）連結業績予想に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間の連結経営成績は、内装品関連のスペアパーツの販売が回復するなどに

より前年同四半期と比べ改善が見られますが、787関係内装品出荷スケジュールの繰り延べ、機器製造関

連の防衛関連部品の受注減少、又、最近の為替相場を勘案して、業績予想の前提となる第３四半期以降

の為替レートを当初計画における1米ドル当たり90円から85円に変更したことなどにより、通期の見通しは

売上高、利益共に当初の計画より減少する見込みとなりました。これらの結果、平成22年5月11日に発表し

た業績予想を平成22年11月2日に発表した業績予想の修正に関するお知らせのとおり下方修正しており

ます。 
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2．その他の情報 

（１）重要な子会社の異動の概要（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

期中における重要な子会社の異動はありません。 

 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 簡便な会計処理 

一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化

がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しており

ます。 

棚卸資産の評価方法 

当第２四半期連結会計期間末の棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなも

のについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限

定する方法によっております。繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末

以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況について、著しい変化がないと認められる場合は、

前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法に

より、又、著しい変化が認められた場合は、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測

やタックス・プランニングに当該著しい変化の影響を加味したものを利用する方法によっております。 

連結会社相互間の債権と債務の相殺消去 

当該債権の額と債務の額に差異が見られる場合には、債権側の金額に合わせる方法により債権と

債務を相殺消去しております。 

連結会社相互間の取引の相殺消去 

取引金額に差異がある場合で当該差異の重要性が乏しいときには、親会社等の金額に合わせる

方法により相殺消去しております。 

 

② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

① 「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取り扱い」の適用 

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」 （企業会計基準第16号 平成20年3月

10日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」 （実務対応報告第24号 

平成20年3月10日）を適用しております。なお、これに伴う損益に与える影響はありません。 
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② 「連結財務諸表に関する会計基準」の適用 

連結子会社の資産及び負債の評価については、従来、部分時価評価法を採用しておりましたが、第

１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表に関する会計基準」 （企業会計基準第22号 平成20年12

月26日）を適用し、連結子会社の資産及び負債の評価方法は、全面時価評価法によっております。な

お、これに伴う損益に与える影響はありません。 

 

③ 「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

第1四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」 （企業会計基準第18号 平成20

年3月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」 （企業会計基準適用指針第21号 平

成20年3月31日）を適用しております。これにより、当第２四半期連結累計期間の営業損失及び経常損

失は434千円増加し、税金等調整前四半期純損失は26,467千円増加しております。 

なお、一部の工場等で建物及び土地を貸借しており、不動産賃貸借契約に基づき、退去時における

原状回復に係る債務を有しておりますが、当該資産に関連する賃借資産の使用期間が明確でなく、現

在のところ移転等も予定されていないことから、資産除去債務を合理的に見積ることができません。その

ため当該債務に見合う資産除去債務を計上しておりません。 

 

④ 受注製品の生産のための設計等開発業務に係る原価及び収益の会計処理方法の変更 

受注製品の対象機数が明記されている契約について、従来、受注製品の生産のための設計等開発

業務に係る原価とそれに対応する収益は、原則として契約ごとの初号機に係る製品の出荷時に一括し

て計上しておりましたが、第１四半期連結会計期間から、設計等開発業務に係る原価及びそれに対応

する収益は、各受注製品に配分する方法に変更いたしました。 

この変更は、顧客（航空機メーカー、エアライン）との契約形態が多様化し、設計等開発業務に係る

原価をそれに対応する収益から回収する契約の他、設計等開発業務に係る原価を受注製品の収益か

ら回収する契約等も締結し、今後もその傾向が継続すると見込まれることから、受注製品の生産のため

の設計等開発業務の性質を見直した結果、設計等開発業務は製造業務と密接な関連があり、当該会

計処理方法の変更を行うことで、より適正な期間損益計算を図り、経営実態をより的確に反映すると判

断したことによるものです。 

これに伴い、従来の方法によった場合と比べ、当第２四半期連結累計期間の売上高及び売上原価

は、それぞれ685,361千円、763,592千円減少し、売上総利益は78,230千円増加し、営業損失、経常損

失及び税金等調整前四半期純損失は、それぞれ78,230千円減少しております。 
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,834,247 4,808,542

受取手形及び売掛金 8,848,355 14,091,752

商品及び製品 140,358 514,735

仕掛品 18,339,590 15,211,627

原材料及び貯蔵品 7,223,961 6,182,393

その他 3,554,816 3,286,119

貸倒引当金 △6,465 △2,464

流動資産合計 41,934,863 44,092,707

固定資産   

有形固定資産 8,735,612 9,055,448

無形固定資産 543,202 493,188

投資その他の資産 3,451,917 3,511,386

固定資産合計 12,730,731 13,060,023

資産合計 54,665,595 57,152,731

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,184,805 4,734,127

短期借入金 12,770,826 15,718,176

未払法人税等 107,135 203,991

賞与引当金 1,128,884 1,048,915

工事損失引当金 937,034 736,766

その他 6,946,886 6,917,792

流動負債合計 27,075,573 29,359,768

固定負債   

長期借入金 6,352,390 5,778,616

退職給付引当金 5,339,913 5,236,532

役員退職慰労引当金 356,468 317,800

環境対策引当金 5,896 7,203

その他 581,072 527,242

固定負債合計 12,635,741 11,867,394

負債合計 39,711,314 41,227,163

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,359,893 5,359,893

資本剰余金 4,367,993 4,367,993

利益剰余金 5,031,617 5,725,608

自己株式 △26,942 △25,931

株主資本合計 14,732,561 15,427,563

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 90,471 108,683

為替換算調整勘定 △467,229 △272,487

評価・換算差額等合計 △376,758 △163,803

少数株主持分 598,477 661,807

純資産合計 14,954,281 15,925,567

負債純資産合計 54,665,595 57,152,731
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第２四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 16,511,562 16,925,210

売上原価 14,981,297 15,019,304

売上総利益 1,530,265 1,905,905

販売費及び一般管理費 2,146,447 2,232,139

営業損失（△） △616,182 △326,233

営業外収益   

受取利息 374 1,169

受取配当金 1,624 1,548

持分法による投資利益 1,511 8,707

保険配当金 － 8,390

その他 26,664 15,446

営業外収益合計 30,174 35,262

営業外費用   

支払利息 183,259 165,587

為替差損 197,136 382,877

その他 8,029 4,296

営業外費用合計 388,425 552,762

経常損失（△） △974,433 △843,733

特別利益   

貸倒引当金戻入額 1,360 950

補助金収入 39,400 16,394

特別利益合計 40,760 17,344

特別損失   

固定資産処分損 1,605 2,696

投資有価証券評価損 31,654 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 26,032

特別損失合計 33,260 28,729

税金等調整前四半期純損失（△） △966,932 △855,118

法人税、住民税及び事業税 27,351 107,903

法人税等調整額 △388,106 △417,136

法人税等合計 △360,754 △309,233

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △545,885

少数株主利益又は少数株主損失（△） △10,974 13,940

四半期純損失（△） △595,202 △559,826
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（３）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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